
 

 

『子育て支援広場に参加した時の学生の様子』 

 
（２）メンティー（学生）からメンター（子育て支援担当保育士）へのインタビュー 

子育て支援に学生が参加する事で、子育て支援担当者（メンター）には、何らか効果が得られたのか

インタビューを通して探っていきたいと思い、各々の子育て支援の場所でインタビュー調査を行った。

その結果をまとめたものが以下の通りである。

・学生に教えたり、伝えたりすることで、自分自身を振り返ったり、考え直すことが出来た。

・子どもにとっては、いろんな人と触れ合うきっかけとなるので良いと感じた。

・お母さんにとっては、学生に子育てや子どもの事について教えることによって、「先輩ママ」として

子育てに自信を持つきっかけとなるのではないだろうか。

・学生が参加することによって、いつもと違う雰囲気が生まれ、良い意味で刺激になる。

・保育に関する新しい知識（手遊び）などを持ちこんでくれることで、遊びが活気づく。

・若い学生には、子どもたちは馴染みやすく、遊びに溶け込みやすくなる。

・学生が、積極的に子育て支援に関心をもち、参加してくることは嬉しい。

・学生が、講義の中での学びだけでは、子育て支援についての学びが浅いという実態を知らされた。

現場側からも、もっと子育て支援の実態に関する情報提供を行い、子育て支援を学生に根付かせて 
行くことの必要性に気付けた。

注】複数回答あり 

５．調査研究に基づく提言 
 学生が自ら進んで、地域に開かれた子育て支援広場に赴き、そこで自己課第とする「子育て支援」に

関わる学びを向上させていく事（過程）は、将来、保育者となる学生にとっては、非常に有用であり、

必要不可欠であることが、本調査研究を通して理解できた。「子育て支援」に関わる知識や実践力は、

学内（机上）の学びだけでは、到底深めることはできない。よって、今後も実践現場である地域内の子

育て支援現場との連携を密にしながら、実践的な学習の機会をさらに広めていきたい。

６．調査研究の自己評価 
 本研究を通して、地域内の子育て支援現場は、常に暖かく学生を受け入れ、後進の指導を担ってくれ

る場所であることを実感した。しかしながら、現場（子育て支援）に出かける前の事前学習が徹底され

ていなかった。今後はこの点を改善した上で、本調査研究のプログラムを改良していく予定である。 
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地域における観光資源の活用 
 
指導教員：石川工業高等専門学校建築学科・准教授・熊澤栄二 
学生氏名：南川愛貴・神保麗香 

今村友里子・中川奨・米林篤輝・宇野紫織・江上史都・木屋裕介・放地悠貴・吉田早織 
1． 調査研究成果要約 
北陸新幹線開業に向けて津幡町の観光産業を活性化させるために，まちづくりを職能として担ってい

く石川高専建築学科の学生は，地元住民と商店主と共同して携帯と商店街の活性化を結ぶ観光戦略「歩

く観光まちづくり」を企画し，観光実験事業を開催した。観光実験には平均年齢 65 才の参加者に対し
て学生が携帯電話の QRコード・携帯クーポンの発行などの操作をサポートした。その結果，高齢者に
も利用可能な観光の仕組みと評価され平成 24年度商工会が中心になり事業化されることになった。 
2． 調査研究の目的 
【背景】津幡町は 2014 年の北陸新幹線の開通，加えて倶利伽羅合戦を題材とした大河ドラマの誘致に

より，今後の観光客さらに人の流動の増加が期待される地域であるが，観光地化を視野にいれ

た整備が進められていない状況である。このような町の観光の可能性と課題を受け，平成 22
年度は町内における観光資源の洗い出しを中心に調査活動を行い，観光戦略の提言を行った。 

【目的】昨年度の成果を基に以下の４つの目的を設定し，モデル地区における実証実験を踏まえた上で，

観光戦略全体の仕上げの年として町全体の観光整備マスタープランの完成を最終目的とする。 

Ⅰ観光対象の明確化  Ⅲ各観光地地区の観光整備マスタープランの作成 
Ⅱ観光ルートの運用手法の提案 Ⅳ観光客の傾向に応じたルートの策定 

3． 調査研究の内容 
本調査研究の骨子を図 1 に示す。設定したモデル地区(倶利伽羅地区)においてⅠ～Ⅳの各目的に応じ

て実証実験或いは試算を行い，地域の状況を踏まえた形で提案を行った。各目的における活動内容を次

頁に示す。 
  

図１ 調査研究の骨子 図１ 調査研究の骨子
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3-1．観光対象の明確化[目的Ⅰ]  ※()内番号は表 1の活動番号を示す。 
【試験実施】ユーザ-参加型情報発信コンテンツを用いた観光の試験実施(以下，「観光実験」とする。) 

 携帯を用いた新しい観光手法の可能性を検討するため，学生が主体的

に企画を立案，行政・企業・地域(住民・商店)が連携して企画の検討会

を開催し，試験的にモデル地区において観光実験を実施した。加えてア

ンケート等の調査を通じて，観光実験の有効性を検証した。(3～5,8～15) 

【提案】観光戦略の方向性 

 観光実験の有効性・課題を踏まえて，今後の津幡観光のあり方につい

て観光戦略・観光整備の 2つの面から提案を行った。(17) 
3-2．観光ルートの運用手法の提案[目的Ⅱ] 

【試験実施】観光バス運行の試算 

 公共交通機関と観光地を結ぶ手法として，シャトルバスの運行を検討

し，行政の協力を得てルートの策定と試算を行い，バス運行の可能性を

明らかにした。(18,19) 

【提案】試算に基づく観光バス運行ルートの提案(活動中) 

 試算を踏まえて，観光客来訪のピーク時を想定したバス運行のルート

(3地区)を提案する。(20) 
3-3．各観光地地区の観光整備マスタープランの作成[目的Ⅲ] 

【提案】観光マスタープランの策定 

試験実施の成果を踏まえて，観光地の整備方針を提案した。(24) 

3-4．観光客の傾向に応じたルートの策定[目的Ⅳ] 

【試験実施】観光ウォーキングコースの設定 

 モデル地区において，被験者(津幡町健康ウオーク会会員)の傾向を踏

まえてルートを設定し，観光実験においてルートを歩く共に，ウォーキ

ングコースとしての課題(整備要望等)を明らかにした。(6,7) 

【提案】観光客の傾向に応じた観光ウォーキングコースの策定(活動中) 

 津幡町健康ウオーク会の指導を基に，各観光地のターゲットを想定し

たウォーキングコースを設定(3 地区)する。(21～23) 

 
  

表 1 調査研究の活動内容及びスケジュール 

 

 

 

 

図 3 関係者協力依頼 (4) 

() 

図 2 観光実験のようす (14) 

() 

図 4 検討会開催 (4) 

() 

図 5タイムラインの検討 (7) 

() 

1 - - 津幡町との打合せ 津

2 - - 津幡町への報告会 津 予定

凡例　[津]：津幡町　[ウ]：津幡町ウオーク会　[商]：津幡町商工会　[ス]：スタンプ会　[Ｈ]：honey.comプロジェクト　[ボ]：津幡町観光ボランティア

【2】

Ⅰ

Ⅰ

平成23年 平成24年

16 - Ⅰ

12

【2】 Ⅰ

【2】 Ⅰ 企画立案・作り込み

ウォーキングルートの設定

「活力ある地域づくり助成事業」申請

10

11 【2】 Ⅰ

6 【1】 Ⅰ,Ⅳ

8 【2】 Ⅰ

9

当日のタイムラインの検討・作成

【2】 Ⅰ

18 【3】

観光戦略の検討17 【4】 Ⅰ

14

15

調査2　企画2参加者アンケート調査

調査3　企画2店舗ヒアリング調査

調査1　企画1参加者アンケート調査

13

調査4　企画1学生アンケート調査【2】 Ⅰ

【2】

【2】

5 【2】 Ⅰ 検討会開催

4 【2】 Ⅰ 関係者協力依頼

【1】 Ⅰ,Ⅳ7

3

2月8月 9月 10月 11月 12月 1月

活動

番号

関連

活動

関連

目的
活動名

7月

携帯クーポンの設定・検討

【企画1．携帯デバイスを用いた新しい観光手法の検証】

【企画2．観光事業による地域商業の活性化の検証】

-

連携組織

ウ,商

Ｈ,ス

津,ウ,商,Ｈ,ス

ウ,ボ

ウ

商,ス,Ｈ

H,ス,ボ

津,ウ,Ｈ

ウ,商,ス

ウ

ウ

ス

-

津,商

携帯サイト作り込み

20 【5】

観光客の傾向に応じたウォーキングルートの検討

-

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ 観光バス運行ルートの提案

観光バス運行のルート検討及び試算

観光バス運行についての関係担当者との意見交換

Ⅰ

24 【7】 Ⅲ 観光整備マスタープランの策定 -

23 【6】 Ⅳ ウォーキングルートの提案 -

22 【1】 Ⅳ ウ

21 【1】 Ⅳ

津幡町ウオーク会との意見交換

-

-

19 【3】 津
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4． 調査研究の成果 
4-1．観光対象の明確化[目的Ⅰ] 

   観光客の傾向に応じたルートの策定[目的Ⅳ] 

【試験実施】ユーザ-参加型情報発信コンテンツを用いた観光の試験実施 

【試験実施】観光ウォーキングコースの設定 

4-1-1．観光実験の企画概要 
 行政・企業・地域の連携により以下 2 つの企画からなる観光実験を実

施した(図 9)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【企画１．携帯デバイスを用いた新しい観光手法の検証】 

モデル地区でウォーキングコースを設定し，QRコードを通じた情報提供並びにクイズラリーによる
観光客参加型の観光手法を検証。更に携帯クーポンを発行し商店街との連携を図る(企画 2)。 
【企画２．観光事業による地域商業の活性化の検証】 
携帯クーポンを提供することにより観光客の地域商店街への誘客を促す。加えて観光携帯サイト・メ

ールマガジンによる地域商店街の情報発信を併せて提供し，商店への販促を試みる。 
観光実験を通じて携帯をツールとしたウォーキングによる観光の可能性を検証することができた。 

4-1-2．調査結果(調査 3 企画 2店舗ヒアリング調査) 
 企画 2終了後，スタンプ会協力店舗(16店舗)にヒアリング
(平成23年12月7日,8日)を行い観光実験の効果を測定した。 
【携帯サービスの利用の継続】（図 10） 
 「継続したい」47% (条件付き)継続したい 40% 
 「継続したくない」13% 
【観光と商業の連携への関心度】（図 11） 
 「とても関心がある」40% 「関心がある」53% 
 「あまり関心がない」７％ 
加えてヒアリングによる意見として， 
・商店の「売り」「強み」を考える機会になった。 
・企画対象者の拡大や新規企画の要望 等 
成果として，初めての試みに対し課題提供や継続性を期待

する声が上がり，商店街の活気創出の一助となった。 

 

 

47%

13%
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13%
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したい

作業が簡易化した

らしたい
経費負担が軽減し

たらしたい
したくない

他
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53%

7%
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関心がない

図 10 携帯サービスの利用の継続 

図 11 観光と商業の連携への関心度 

 

 

 

図 6 ウォーキング(企画 1) 

() 

図 7 集合写真(企画 1) 

() 

図 8携帯クーポンの発行(企画 1) 

() 図 9「歩く観光まちづくり」 

() 
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3-1．観光対象の明確化[目的Ⅰ]  ※()内番号は表 1の活動番号を示す。 
【試験実施】ユーザ-参加型情報発信コンテンツを用いた観光の試験実施(以下，「観光実験」とする。) 

 携帯を用いた新しい観光手法の可能性を検討するため，学生が主体的

に企画を立案，行政・企業・地域(住民・商店)が連携して企画の検討会

を開催し，試験的にモデル地区において観光実験を実施した。加えてア

ンケート等の調査を通じて，観光実験の有効性を検証した。(3～5,8～15) 

【提案】観光戦略の方向性 

 観光実験の有効性・課題を踏まえて，今後の津幡観光のあり方につい

て観光戦略・観光整備の 2つの面から提案を行った。(17) 
3-2．観光ルートの運用手法の提案[目的Ⅱ] 

【試験実施】観光バス運行の試算 

 公共交通機関と観光地を結ぶ手法として，シャトルバスの運行を検討

し，行政の協力を得てルートの策定と試算を行い，バス運行の可能性を

明らかにした。(18,19) 

【提案】試算に基づく観光バス運行ルートの提案(活動中) 

 試算を踏まえて，観光客来訪のピーク時を想定したバス運行のルート

(3地区)を提案する。(20) 
3-3．各観光地地区の観光整備マスタープランの作成[目的Ⅲ] 

【提案】観光マスタープランの策定 

試験実施の成果を踏まえて，観光地の整備方針を提案した。(24) 

3-4．観光客の傾向に応じたルートの策定[目的Ⅳ] 

【試験実施】観光ウォーキングコースの設定 

 モデル地区において，被験者(津幡町健康ウオーク会会員)の傾向を踏

まえてルートを設定し，観光実験においてルートを歩く共に，ウォーキ

ングコースとしての課題(整備要望等)を明らかにした。(6,7) 

【提案】観光客の傾向に応じた観光ウォーキングコースの策定(活動中) 

 津幡町健康ウオーク会の指導を基に，各観光地のターゲットを想定し

たウォーキングコースを設定(3 地区)する。(21～23) 

 
  

表 1 調査研究の活動内容及びスケジュール 

 

 

 

 

図 3 関係者協力依頼 (4) 

() 

図 2 観光実験のようす (14) 

() 

図 4 検討会開催 (4) 

() 

図 5タイムラインの検討 (7) 

() 

1 - - 津幡町との打合せ 津

2 - - 津幡町への報告会 津 予定
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調査2　企画2参加者アンケート調査

調査3　企画2店舗ヒアリング調査

調査1　企画1参加者アンケート調査
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3

2月8月 9月 10月 11月 12月 1月

活動

番号

関連

活動

関連

目的
活動名

7月

携帯クーポンの設定・検討

【企画1．携帯デバイスを用いた新しい観光手法の検証】

【企画2．観光事業による地域商業の活性化の検証】
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Ⅱ 観光バス運行ルートの提案
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21 【1】 Ⅳ

津幡町ウオーク会との意見交換

-

-

19 【3】 津

「地域課題研究ゼミナール支援事業 成果報告書」 

 3 / 6 
 

4． 調査研究の成果 
4-1．観光対象の明確化[目的Ⅰ] 

   観光客の傾向に応じたルートの策定[目的Ⅳ] 

【試験実施】ユーザ-参加型情報発信コンテンツを用いた観光の試験実施 

【試験実施】観光ウォーキングコースの設定 

4-1-1．観光実験の企画概要 
 行政・企業・地域の連携により以下 2 つの企画からなる観光実験を実

施した(図 9)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【企画１．携帯デバイスを用いた新しい観光手法の検証】 

モデル地区でウォーキングコースを設定し，QRコードを通じた情報提供並びにクイズラリーによる
観光客参加型の観光手法を検証。更に携帯クーポンを発行し商店街との連携を図る(企画 2)。 
【企画２．観光事業による地域商業の活性化の検証】 
携帯クーポンを提供することにより観光客の地域商店街への誘客を促す。加えて観光携帯サイト・メ

ールマガジンによる地域商店街の情報発信を併せて提供し，商店への販促を試みる。 
観光実験を通じて携帯をツールとしたウォーキングによる観光の可能性を検証することができた。 

4-1-2．調査結果(調査 3 企画 2店舗ヒアリング調査) 
 企画 2終了後，スタンプ会協力店舗(16店舗)にヒアリング
(平成23年12月7日,8日)を行い観光実験の効果を測定した。 
【携帯サービスの利用の継続】（図 10） 
 「継続したい」47% (条件付き)継続したい 40% 
 「継続したくない」13% 
【観光と商業の連携への関心度】（図 11） 
 「とても関心がある」40% 「関心がある」53% 
 「あまり関心がない」７％ 
加えてヒアリングによる意見として， 

・商店の「売り」「強み」を考える機会になった。 
・企画対象者の拡大や新規企画の要望 等 
成果として，初めての試みに対し課題提供や継続性を期待

する声が上がり，商店街の活気創出の一助となった。 
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図 10 携帯サービスの利用の継続 

図 11 観光と商業の連携への関心度 

 

 

 

図 6 ウォーキング(企画 1) 

() 

図 7 集合写真(企画 1) 

() 

図 8携帯クーポンの発行(企画 1) 

() 図 9「歩く観光まちづくり」 
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4-1-3．検討会による提言 
 観光実験の運営に当たり，連携組織の各代表者が集まり計 3回の検討会を開催した。第 3回の会議(図

13)では高専側が調査結果の報告に併せて以下の提言を行い，会の合意を得ることができた。 

【提言：携帯事業の推進】 

 携帯等 IT 機器の活用を通じて，観光による地域魅力の発

掘，並びに地域生活・商業の利便性の向上を図る。 

・事業 1：利用者の嗜好性に応じた戦略的な情報提供 

・事業 2：利用対象者に応じた企画・目標設定  

・事業 3：過疎地への宅配システムの整備  
 検討会の成果として，特に事業 1，事業 2 について「活力

ある地域づくり助成事業」に申請し，平成 24 年度以降情報

発信事業を軸に本格的に事業化することを決定した。 
4-2．観光ルートの運用手法の提案[目的Ⅱ] 
【試験実施】観光バス運行の試算 

観光地と商店街及び公共交通機関等を結ぶ手段として，シャトルバスの運行(観光のピーク時の運行)

を想定し，運行に係る経費及び観光客の利用による収入について以下の２パターンで試算を行った。 

【パターン 1：観光客入込数の設定】 

大河ドラマの影響及び北陸新幹線開業効果による津幡町への来訪人数を設定し，運行収益を試算。 

【パターン 2：バス運行回数による経費の設定】 

バス運行回数を設定し，それに係る経費の負担に必要な運行収益を試算，今後津幡町で目標とすべき

来訪人数を明らかにした。 

試算を踏まえて，平成 25 年度「活力ある地域づくり助成事業」においてシャトルバスの試験的運行

を検討する。 

4-3．津幡町への中間報告 
 上記の 4-1．及び 4-2．の成果について，津幡町関係部署担当者に対し
報告し，意見集約を行った(平成 24年 1月 13日)(図 14)。集約した意見を
以下表 2に示す。 
 
 
 
 
 
 
4-4．結 
 ウォーキングと携帯の情報発信機能の融合により，携帯が地域の魅力を発見する観光のツールとなる

可能性を明らかにした(「歩く観光」)。さらに観光客による経済効果を地域商店に還元するため，行政・
企業・地域そして学生の連携による観光地と商店街を結び付ける仕組み (「歩く観光まちづくり」(図
9))を構築した。また，情報発信整備というソフト事業に併せて，観光地と商店街間の利便性の向上とい
ったハード整備の推進も不可欠である。間を繋ぐ手段としてシャトルバス運行の可能性を拓いた。来年

度以降は本格事業化を通じて「歩く観光まちづくり」を推進する。  

図 12 携帯事業の推進 

() 

 

 

図 13 第 3回検討会 

() 

図 14 津幡町への中間報告会 

() 

関連

活動

関連

目的
意見内容

【2】 Ⅰ 観光と商業の連携

【2】 Ⅰ 戦略的な情報発信の重要性

【2】 Ⅰ 携帯事業と公共機関の情報発信機能との連携

【3】 Ⅰ 連携組織の拡大

【3】 Ⅱ バス利用者の確保

Ⅱ シャトルバス運行の前向きな検討

－ － 町外からの観光客の誘致課題

民間主体の事業運営の重要性課題－－

意見

分類

評価

課題
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要望

課題
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－ ー 総合的かつ長期的な観光プランの必要性検討

【3】

表 2 津幡町関係部署担当者による意見 
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5．調査研究に基づく提言 
 
 
 
 
 
 
調査研究の成果を踏まえて，目的毎に提案をまとめ，本ゼミ活動からの提言とする。 

5-1．観光対象の明確化[目的Ⅰ] 

【提案 1】観光戦略の方向性(図 15) 

観光戦略の方向性 ・歩く観光‐≪1≫ 
    ・観光地と商店街の一体的活用－≪2≫ 
観光整備の方向性 ・携帯事業の推進(ソフト事業)‐≪3≫ 
    ・シャトルバスの運行(ハード事業)‐≪4≫ 
5-2．観光ルートの運用手法の提案[目的Ⅱ] 

各観光地地区の観光整備マスタープランの作成[目的Ⅲ] 

【提案 2】試算に基づく観光バス運行ルートの提案 
【提案 3】観光マスタープランの策定(図 16) 
観光拠点 観光客のホスピタリティの拠点として整備し，

観光客・住民双方にとって魅力ある商店街を形

成する。 
・town area[中心市街地]：中心市街地を観光拠点として整備。観光

客のホスピタリティの向上を目指す。 
観光エリア 観光客と住民の交流の場。「歩く観光」を通

じて地域資源を活用・保全する。 
・自然：forest area[森林公園] mountain area[河合谷地区] 

中山間地の立地を活かしたキャンプやスポーツ並びに田舎暮ら

しや民泊体験等を中核とした若者から家族世帯向け体験型観光。 

・歴史：middle-age area[倶利伽羅地区] ancient area[舟橋地区] 

古代から近世まで，京の都と北陸の文化の歴史的な関係や文化

の往来を幅広く学ぶ。 

・産業：agri area[河北潟干拓地] techno area[工業団地] 

農業観光や「科学の町」を発信する産業関係者との交流を支援。主に近隣住民を対象とする。 

5-3．観光客の傾向に応じたルートの策定[目的Ⅳ] 

【提案 4】観光客の傾向に応じた観光ウォーキングコースの策定 

以下の 3 地区の観光ターゲットの傾向に応じて，広域を歩くことを重視する【道あるきコース】と，

数多くの観光資源に着目する【見てあるきコース】の 2パターンを設定する。 

・mountain area [河合谷地区]：女性及び 20代男性への自然体験，50代夫婦は歴史資源を含めたウォーキングコース。 

・middle-age area[倶利伽羅地区]：50代夫婦に向けた広範囲の歴史資源を結ぶウォーキングコース。 

・agri area[河北潟干拓地]：30代家族に向けたグリーン・ツーリズム等体験型のウォーキングコース。 

調査研究の成果：「歩く観光まちづくり」の構築 

≪1≫携帯をツールとしたウォーキングによる観光の有効性の実証 
≪2≫商店街への活気創出 
≪3≫携帯による情報発信事業の本格事業化(平成 24年度予定※「活力ある地域づくり助成事業」申請) 
≪4≫シャトルバス運行の検討(平成 25年度予定※「活力ある地域づくり助成事業」申請) 

図 15 観光戦略の方向性 

図 16 観光マスタープラン 
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4-1-3．検討会による提言 
 観光実験の運営に当たり，連携組織の各代表者が集まり計 3回の検討会を開催した。第 3回の会議(図

13)では高専側が調査結果の報告に併せて以下の提言を行い，会の合意を得ることができた。 
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掘，並びに地域生活・商業の利便性の向上を図る。 

・事業 1：利用者の嗜好性に応じた戦略的な情報提供 

・事業 2：利用対象者に応じた企画・目標設定  

・事業 3：過疎地への宅配システムの整備  
 検討会の成果として，特に事業 1，事業 2 について「活力

ある地域づくり助成事業」に申請し，平成 24 年度以降情報

発信事業を軸に本格的に事業化することを決定した。 
4-2．観光ルートの運用手法の提案[目的Ⅱ] 
【試験実施】観光バス運行の試算 

観光地と商店街及び公共交通機関等を結ぶ手段として，シャトルバスの運行(観光のピーク時の運行)

を想定し，運行に係る経費及び観光客の利用による収入について以下の２パターンで試算を行った。 

【パターン 1：観光客入込数の設定】 

大河ドラマの影響及び北陸新幹線開業効果による津幡町への来訪人数を設定し，運行収益を試算。 

【パターン 2：バス運行回数による経費の設定】 

バス運行回数を設定し，それに係る経費の負担に必要な運行収益を試算，今後津幡町で目標とすべき

来訪人数を明らかにした。 

試算を踏まえて，平成 25 年度「活力ある地域づくり助成事業」においてシャトルバスの試験的運行

を検討する。 

4-3．津幡町への中間報告 
 上記の 4-1．及び 4-2．の成果について，津幡町関係部署担当者に対し
報告し，意見集約を行った(平成 24年 1月 13日)(図 14)。集約した意見を
以下表 2に示す。 
 
 
 
 
 
 
4-4．結 
 ウォーキングと携帯の情報発信機能の融合により，携帯が地域の魅力を発見する観光のツールとなる

可能性を明らかにした(「歩く観光」)。さらに観光客による経済効果を地域商店に還元するため，行政・
企業・地域そして学生の連携による観光地と商店街を結び付ける仕組み (「歩く観光まちづくり」(図
9))を構築した。また，情報発信整備というソフト事業に併せて，観光地と商店街間の利便性の向上とい
ったハード整備の推進も不可欠である。間を繋ぐ手段としてシャトルバス運行の可能性を拓いた。来年

度以降は本格事業化を通じて「歩く観光まちづくり」を推進する。  
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5．調査研究に基づく提言 
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【提案 1】観光戦略の方向性(図 15) 

観光戦略の方向性 ・歩く観光‐≪1≫ 
    ・観光地と商店街の一体的活用－≪2≫ 
観光整備の方向性 ・携帯事業の推進(ソフト事業)‐≪3≫ 
    ・シャトルバスの運行(ハード事業)‐≪4≫ 
5-2．観光ルートの運用手法の提案[目的Ⅱ] 
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観光客・住民双方にとって魅力ある商店街を形
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農業観光や「科学の町」を発信する産業関係者との交流を支援。主に近隣住民を対象とする。 
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6．調査研究の自己評価 
今回の調査研究に対し，観光実験関係者に対するアンケート

調査や検討会・津幡町への中間報告会を通じて評価を収集(6-1.
外部評価)，さらに参加学生へのアンケート結果を自己評価と
して分析する(6-2.自己評価)。 
6-1．外部評価 
 各関係者からの調査研究への評価を以下に示す。 
【住民】[津幡町健康ウオーク会] 
・地域の活性につながる取り組みに対する評価。 
・学生との交流に対する充実感。 
・今後の調査研究に対する期待・支援。 
【商店】[津幡町商工会・スタンプ会加盟店舗] 
・学生主体の新しい企画による商店街への刺激。 
・活動の継続と対象拡大の要望。 
【企業】[honey.comプロジェクト] 
・情報発信ツールの活用方法に対する評価。 
・学生活動との連携・支援。 
【行政】[津幡町] 
・常時運営を視野に入れた継続的な取り組みの要望。 
・申請事業を通じた活動拡大の要望。 
6-2．自己評価(調査 4 企画 1学生アンケート) 
 観光実験への参加学生(8 名)に対し実施したアンケート平成
23年11月20日)では地域への関わりに対する意識を調査した。 
【地域の人とのコミュニケーション】(図 19) 
 「積極的に図った」62.5%，「サポートの際に図った」25% 
 「質問されて会話した」12.5% 
【地域への関心】(図 20) 
 「高まった」75%「特に高まっていない」25% 
【地域課題を研究する重要性】(図 21) 
 「強く感じた」37.5%，「感じた」62.5% 
6-3．結 
外部評価からは，調査研究に対する将来性と継続の可能

性を期待する評価を受けることができた。さらに学生と地

域が異世代に渡って交流することにより，地域の活力を引

き出すきっかけとなると共に，学生は日々の学業において

地域の状況や課題に対する意識を高める機会となった。 
 今後地域の人との交流の機会の創出を意識するととも

に地域の活性化や持続性を視野に入れた提案を配慮して

調査研究に取り組みたい。 

 
図 17 北国新聞記事 

(平成 23年 10月 26日) 

 
図 18 北国新聞記事 

(平成 23年 11月 20日) 
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図 19 地域の人とのコミュニケーション 

図 20 地域への関心 

図 21 地域課題を研究する重要性 
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1. 調査研究成果要約 

和倉温泉の現状としては,来客者数の減少1という事実が見られる。高級・おもてなしという今まで積

み上げきたものを活かしつつ改善出来ることについて検討した。本調査では,広告の点から和倉温泉の

改善案を提言する。旅行業者の認知度は高いが,市民の認知度は高いとは言い切れない。そこで広告の

前提として,認知度向上が必要であると考えた。以下,認知度向上に重点を置いた広告の新しい方法につ

いての提言を行う。 

 

2. 調査研究の目的 

和倉温泉の衰退を踏まえて,改善すべき点はいくつかある(温泉街らしさ,景観の活かし方など)。

本調査はその中でも広告に絞り,今後の広告のあり方について改善案を骨子に示した観点から提言す

るのが目的である。

 

3. 調査研究の内容 

調査の骨子・調査研究方法・スケジュール・調査対象者など 

＜調査研究の骨子＞ 

① 和倉温泉の現状の広告の調査 

② 広告のあり方についての調査・研究 

③ 今後の広告のあり方についての検討 

 

＜調査対象者＞                ＜スケジュール＞ 

聞き取り調査（ⅰ） 七尾市市役所        ７月２７日 

聞き取り調査（ⅱ） 七尾市市役所        10 月 21 日 

聞き取り調査（ⅲ） 和倉温泉観光協会      12 月 2 日 

＜調査研究方法＞ 

① 和倉の実体の調査⇒現地調査 

② 現状広告の調査⇒資料収集 

③ 広告のあり方についての調査⇒文献研究 

 

                                                   
1宿泊者数は平成１１年には１１０万人であったが,平成２１年には８１万人と１０年間で１７％減少し

た。商街の売上減少・空洞化も加速し,平成９年に２７億円（２８店舗）だったものが平成１６年には

１６億円（２５店舗）へと８年間で４１％減少した。

七尾市統計書 http://www.city.nanao.ishikawa.jp/other/toukei_h21.html 
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